
『日本人の誇りを持って世界へ』

藤沼　昇 氏  6　18　
2019年

（火）

会 場
東京都千代田区有楽町2-10-1　
東京交通会館8階

申込方法
事務局まで直接お問合わせ下さい。

（メール） info@ja2pa.or.jp
（ 電 話 ）03-3569-1250
　　　  ※電話受付時間　平日 10:00~18:00

500円
聴 講 料

※要申込み

info@ja2pa.or.jp https://ja2pa.or.jp

人間国宝

〒 100-0006
東京都千代田区有楽町 2-10-1　東京交通会館 8 階

　「日本人になってやる」
　2012年に竹工芸の部門で重要無形文化財保持者（人間国宝）に認定された藤沼昇氏が、若き日にそう誓ったのはパリでした。
自国の文化に誇りと自信を持つ人々の姿に触発され、日本の伝統文化を継承し、それを一生の仕事にしようと心に決めたのでした。
　日本の文化とは何か。文明と違ってその風土でしか育まれず、真似できないもの―――徹底的に熟考する中たどり着いたのが、
日本ならではの素材を用いる、生まれ育った地で盛んな竹工芸でした。
　今、導かれてここにいると強く感じ、生きる意味、生かされている意味と喜びをかみしめながら創作にあたっている藤沼氏に、
海外の人々からも高く評価されている自身の作品とともにお話いただきます。

18:00 ～

藤沼　昇（ふじぬま　のぼる）

【作品所蔵】

【略歴】

1945年　栃木県大田原市生まれ

1975年　竹工芸を始める

1986年　第33回日本伝統工芸展　日本工芸会会長賞受賞

1992年　第39回日本伝統工芸展　東京都知事賞受賞

1996年　東京国立近代美術館に＜束編花籃「気」＞が所蔵される

2004年　紫綬褒章受章

2005年　ロサンゼルス日本文化会館にて個展

2008年　シカゴ美術館においてデモンストレーションを行う

2010年　第50回東日本伝統工芸展(MOA美術館主催)アサヒビール美術館受賞

2011年　シカゴ美術館にて個展

2012年　重要無形文化財保持者認定（人間国宝）

2015年　旭日小綬章受章

2017年　メトロポリタン美術館においてデモンストレーション

2017・2018年　イリノイ大学日本館においてワークショップ

・　MOA美術館

・　シカゴ美術館

・　デンバー美術館

・　東京国立近代美術館

・　大英博物館

・　伊勢神宮美術館

・　ボストン美術館

・　メトロポリタン美術館


